
三戸警察署の交通指導取締り重点路線・重点地区（令和７年７月～１２月）

重点路線・重点地区

1 国道４号

2 国道１０４号

3 県道櫛引上名久井三戸線

4 三戸地区

5 名川地区

6 福地地区

※　重点路線・地区以外の場所であっても、必要に応じて取締りを実施します。

三戸警察署の交通指導取締り方針（令和７年７月～１２月）

速度超過 信号無視 一時不停止 横断歩行者妨害 飲酒運転 携帯電話・シートベルト 自転車

1 国道４号 ○ ○ ○

2 国道１０４号 ○ ○

3 県道櫛引上名久井三戸線 ○ ○ ○ ○

4 三戸地区 ○ ○

5 名川地区 ○ ○

6 福地地区 ○ ○ ○

※　重点以外の違反種別であっても、必要に応じて取締りを実施します。

指　　　定　　　理　　　由

重点路線・重点地区
重点的に指導取締りを実施する違反種別

交通量、事故発生件数が路線別で最多である。昨年下半期には重傷事故も発生し、重大事故の発生が懸念される。

国道４号に次いで交通量と事故発生件数が多い。昨年下半期に重傷事故が発生しているほか、通行区分違反や歩行者妨害など重大事故に発展する可能性のある

事故も発生している。

三戸町から南部町にかけての長区間の路線であり、沿線には三戸学園を始めとした小中学校や住宅街も多く、住民からの取締り要望も多い路線である。

1月～６月に交通事故の発生件数が増加しており、各種取締りや街頭活動を強化する必要がある。

地区別で過去３年間の下半期に最も交通事故の発生件数が多い。

過去には重傷事故も発生しており、交差点関連違反や通行区分違反など重大事故に繋がる違反に起因する交通事故の発生も多い。

過去に飲酒運転の交通事故が発生している地区であり、過去３年間の下半期には発生はないものの、大規模な繁華街を抱える八戸市に隣接しており、飲酒運転

車両の通行及び事故発生の可能性は高いことから取締りや街頭活動を重点的に行う必要がある

三戸地区と並んで交通事故の発生が多く、一時不停止等、交差点関連違反に起因する交通事故の発生割合が他の地区よりも高い。

役場や学校等が密集し歩行者が多い地区であるため、歩行者事故対策として取締りを行う必要がある。


